
国立大学法人の中期目標・中期計画にみるキャリア教育

― キヤリア教育の必要性とその具現化のために 一

1嘉まじ

11:年度の学校基本調査によれば、大

卒のうち無業者 1)の比率は23.55%に達している。

いわゆるフリ‐ター2)は 199o年に183万人であっ

たが、現在は400万人以上と言われている。フリー

ターでも失業者でもなく、「ニート」 (NEET:

Not in EducatiOn, Employment, or Training)と

呼ばれる若者は、2000年に17万人、2003年には40

万人、そして2005年3月 の内閣府の発表では、85万

人である。

氷河期の厳しい就職戦線を乗り越えても、中卒

の 7割、高卒の 5割、大卒の3割が3年以内に離

職する (いわゆる「7・ 503」 問題)。 雇用関

係の変化や企業の採用動向も鑑みると、若年層の

雇用問題は中高年以上に深刻である。働かない、

働けない若者が増えている。従来のその場限りの

点としての就職支援ではなく、将来を見通したキ

ャリア形成プログラムの開発が大学の喫緊の課題

となっている。

文部科学省は 2003年 6月 に「若者自立・挑戦

戦略会議」において、「キャリ
・
ア教育総合計画の推

進―初等中等教育からフリーターまでそれぞれに

応じた適切な車援を展開」を提起している。その

中で、各段階での本格的なキャリア教育3)の実施

を求めている。

日本の大学で、本格的なキャリア教育が正課授
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業として開講され始めたのは約 5年前からである。

立教大学では2000年前期から、全学生の学生を対

象にした共通カリキュラムとして「仕事と人生」

(2単位)を開講。武蔵野大学現代社会学部4)でも、

正課授業で2000年度から2年生を対象に、「キャリ

ア・インフォメーション」などを導入している。

(市川、2005)

キャリアを冠する学部・学科としては、法政大

学キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科が

200鋼円月開設、大手前大学社会文化学部キャリア

デザイン学科が200踏円月開設、特区を活用した株

式会社による大学、LEC東京リーガルマインド

大学総合キャリア学部総合キャリア学科 (略称 :

LEC大学)は、200“円月に開校した。日本キャ
リアデザイン学会は、20餌年9月 に発足した。

大学のキャリア教育の実践的な先行研究は極め

て少ない。学生たちの就職状況や就職意識調査等

は行われているが、実際に入学してきた学生にど

のようなキャリア教育の授業を行つているのか、

全国規模での調査研究はなされていない。

初等・中等教育では進路指導、職業研究などの

先行事例が多い。特に、高等学校ではキャリアガ

イダンス、キャリアカウンセリングの実践研究が

進んでいる。しかし、従来キャリア教育は職業指

導の延長として捉えられることが多く、大学での

キャリア教育についての学術的な研究は、緒に就
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いたばかりである。

私立大学に比べると、国立大学法人 (以下国立

大学)は、数年前までは就職課もなく、学生支援

のシステム作りは遅れていた。さらには、今日の

就職状況や学生の意識状況を踏まえると、その就

職課をキャリアセンターに改編しなければならな

いという問題意識もない状況であつた。

しかし、国立大学においても、中退者や卒業後

の無業者が増え、フリーターになる学生も多くな

つてきている。その実態は、学生支援を強化して

いる私立大学に比して深刻である。就職という一

時点だけでなく、生涯を見通したキャリア教育が

求められている。

とはいえ、法人化に伴つて、様々な改革がなさ

れはじめている。その一つが学生の教育支援や進

路支援の取り組みである。国立大学法人の中期目

標・中期計画では、就職課の設置にとどまらず、

正規のカリキュラムとしてキャリア教育の充実を

謳う大学も見られる。

本稿では、国立大学法人の中期目標・中期計画

の中から、「キャリア教育」がどの程度重視されて

いるかを踏まえながら、今、なぜ「キャリア教育」

なのか、静岡大学の実践についても言及しつつ、

今後国立大学法人にも求められるキャリア教育の

展開を論じてみたい。

2. 職業とは

キャリア教育について論じる前に、まず職業の

定義について、基本的なことを少し述べてみたい。

日本で職業社会学という分野を切り拓いたのは、

尾高邦雄である。尾高 (1941)に よれば、職業と

は何かについて、三様の答えがあるとしている。

「その第一は、職業とは衣食の資を得るための継

続的な人間活動である。それはなによりもまず生

計維持の手段である。だからそれは『工業』と呼

ぶにふさわしい。第二は、職業生活はむしろ寄与

の生活である。社会生活は他から何ものかを享受

する面と、他の何ものかを寄与する面とからなっ

ている。職業とは人間がその個性を発揮して他に

寄与するところの活動である。第二、職業とはつ

まり『職分』である。それは人間として尽くすべ

き本分あるいは使命である。各人はそれぞれ一定

の社会的分担をもつている。職業をして職業たら

しめるものは役割の実現である。」

尾高は「正業としての職業」「正業以上のものと

しての職業」を分けて述べている。工業としての

職業は、本質的に労働の概念と異なることはない。

職業を持つことなしに暮らしを立て、家族を養つ

ていくことは出来ない。その意味で生活の必須手

段である。しかし、人は職業につくことによつて

社会的共同の生活にはいるのであり、社会人の資

格も名誉もこれによつてはじめて本当に与えられ

るのである。他人に信頼され、他の多くの人々か

ら何らかの任務や責任を負わされることによつて、

人間ははじめて本当に生きがいを感じるができる、

と述べている。

これらを要約して、尾高は「職業は個性の発揮、

役割の実現、および生計の維持の三面からなる人

間の継続的な活動である」と述べている。

しかし、実際の職業で、上記の 3つの要素すベ

てのバランスが保たれていると感じる人はあまり

多くはないかもしれない。

授業中に学生に「なぜ働くのか」を問うと、「自

己実現」という答えが多い。尾高の説でいえば、

個性の発揮である。実際に働いている人にとつて

は、生計の維持が大きな比重を占めるだろう。し

かし、生計の維持と割り切つた仕事の中でも、個

性が発揮され、社会的な役割が実現していること
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も多い。自己実現を声高に叫ばなくても、仕事を

通して自己実現していることを、働く多くの人は

知っているのである。

山田(2004)の言葉では以下のようになる。「職

業は人々にアイデンティティ感覚を与える。職業

を通じて、社会から認められているという感覚を

得、生きる糧にしているのである。そのような感

覚から疎外された人が大量に出現すると、社会に

とつて不安定要因となることは間違いない9」

3.キ ャリア、キャリア教育とは

キャリア (career)と は、何である力ヽ ラテン

語におけるキャリアの語源は、「馬車」(ca_s)、

そこから「馬車道」(cararia)と なり、やがてフ

ランスでは、16世紀ごろから競馬のコースという

意味でも使われるようになった。 (り |1喜多、2004)

キャリアは、職業や仕事そのものではない。日

本進路指導学会5)は、「キャリアとは、ひとりの

人が生涯にわたって踏み行き形成する職業経歴の

全体をいう」 (日本進路指導学会「進路指導の定

義」、1987)と定義している。

安田 (2003)は、「日本における『就職』とい

う言葉はまさしく『職に就く』という一時点に焦

点を当てた概念である。これに対して『キャリア』

は、いかなる職業を持ってすごすか、本人の生涯

設計の流れのうえで、仕事をいかに位置づけてい

くかという長期的な視野にたった概念である。

『キャリア』という言葉は、1人の人間がその人

生の間にたどっていく職業経歴であり、時系列的

な職業のつながりをも意味tる」と述べている。

キャリアの定義は、100人の研究者がいれば

100通 りあるが、ここでは、ひとまず「一生を通

した、職業経歴も含めた生き方の追求」と捉えて

みたい。

アメリカでは、米連邦教育局が、キャリア・エ

デュケーション (キャリア教育)を提唱したこと

もあつて、1970年代初頭から1980年代半ばまで、

キャリア教育は、初等・中等教育の中核に据えら

れるようになった。当時の米連邦教育局キャリア

教育担当次官補は、キャリア教育とは「人間とし

ての生き方の一部として仕事について学び、準備

することによつてえられる経験の全体である」と

述べている。 (仙崎ら、2002)

高等学校の教員を経て、現在は大学で職業教育

等を担当している伊藤 (2004)は以下のように述

べている。「学校を卒業した若者が、これからの変

化の激しい社会の中で必要とされる技能とか技術

は何か、ということをしっかりつかんでおくこと

が大切になつてくる。これはなかなか難しいこと

ではあるが、要約すれば『変化の激しい環境に適

応できる能力を育てる』ということになる。この

場合の適応は、社会変化にうまく適応するという

意味でなく、問題点があればそれを改善していく

という点もあわせて、その社会に適応できる力を

つけるということになる」。いわゆる自己教育力で

ある。キャリア教育の目指すものの一つが、この

自己教育力である。

「キャリア教育」とは、「キャリア教育の推進に

関する総合的調査研究協力者会議報告書 (2004

年 1月 28日 )」 によれば、「一人一人の勤労観、

職業観を育てる教育」「一人一人のキャリア発達

を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成

していくために必要な意欲・態度や能力を育てる

教育」とされている。キャリア教育の意義として

は、「キャリア教育は一人一人のキャリア発達や

個としての自立を促す視点から従来の教育の在り

方を幅広く見直し、改革していくための理念と方

向性を示すもの」と述べている。同報告書は小・
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中・高等学校におけるキャリア教育について述べ

たものであるが、大学においても、同様である。

キャリア教育は実践の学問である。理論だけで

は、今ここいる学生に答えられないし、理論的裏

付けを欠く実践だけでは、自己流のキャリア教育

になってしまう。理論と実践が融合してこそ、キ

ャリア教育といえる6

キャリアデザインについて、松岡正剛は、「私は

キャリアデザインとは自分を編集してみることだ

と思っています。世の中が与える天職ではなくて

自分で編集できるものに出会って、そこから得る

ものを自分に合わせて編集していく。これを私は

自己編集、セルフ・エディティングと呼んでいま

す」と述べている (笹川、2004)。 同様のことを

私は授業中に、「セルフ・マーケティング」と名付

けて自分をマーケティングしてから、「セルフ・プ

ロデュース」を学生に実践させている。

ところで、いま、なぜキャリア教育なのだろう

か。背景は「はじめに」で述べたが、寺田ら(2004)

によれば、現在では、教育と雇用・就職の関連構

造を静的、あるいはシステム論的というよりも、

むしろ「キャリア形成」ないし「学校から職業生

活への移行過程」という視角から見たほうがいい

という。学校と職業生活をつなぐ教育活動や仕組

みの問題が急速に研究の世界と政策の世界の関心

事項になってきたという事情がある。キャリア教

育を点ではなく、面として捉えなければならない

時代になっているのである。

三代前までサラリニマンだった家庭は多くない。

かつては農業、漁業、商工業など自営が多く、親

の背中を見て、職業を理解してきたが、現代の若

者の多くは、親の働く姿を見て育った経験がない。

身近な人の働く姿を見ることなく、高校や大学で

コンビニやフアミレスでアルバイトをする程度で

ある。豊かになり、衣食が足りる時代でもある。

そのような世代にとって、自分の職業を探し当て、

そして働くということは、大人が考える以上に厳

しいのである。

ここで、キャリア教育の領域構成について見て

おこう。「はじめに」でも述べたように、大学での

キャリア教育は、はじまったばかりである。先行

研究は、初等・中等教育に多い。特に高等学校で

の実践的な研究は参考になる。以下は高等学校で

の領域構成である。

仙崎ら (2002)によれば、わが国におけるキャ

リア教育のはじめての研究実践校として 1979年

から全生徒を対象に「キャリア・エデュケーショ

ン」を行った栃木県立小山南高等学校では、以下

のような内容になっている。

1.高校生活の充実

① 高校生活…高校生活への期待・校風と

伝統・高校生活と将来

② 自己理解…自己理解の必要性と方法・

青年期の特性

2.現代社会の理解

① 現代社会の特質…科学技術の発達と産

業構造、現代社会と職業

② 現代社会に生きる人々…さまざまな生

きがい、現代人の生きざま

3。 ① 職業の研究…自分を生かす職業、

キャリアゲーム、私の生き方

② 学問と人生…学問の意義、上級学校

の研究

4.生涯の充実

① 自己の拡大…生涯学習の必要性、教養

の意義

② 社会への参加…ボランティアのすすめ、

公共の福祉と個人生活

―-34-一



③ 豊かな趣味…余暇の過ごし方、趣味と  請にも適切に対応した内容とする。

教養                   (4)中 期目標は、全大学に共通する内容を基

④健康と生活…家庭生活と健康、社会生活  本としつつ、各大学ごとの特色を踏まえ、一層の

に関する技能             個性化を促進するよう工夫する。

小山南高校では、上記の内容を基に指導細案を   中期目標の構成はほぼ以下のようになっている。

用意し、ホームルーム担当の教師が指導に当たり、   1。 中期目標の期間

毎週木曜日506限に一斉に展開していた。      2。 大学の教育研究等の質の向上に関する目標
これは、約 25年前に始まった高等学校におけ    (0)大 学全体としての理念・目標・

るキャリア教育の先導的な実践例であるが、現在    (1)教 育に関する目標 6)

の大学でのキャリア教育にも十分援用できるもの    (2)研 究に関する日標
である。これらを過不足無くキャリア教育に盛り    (3)社 会貢献

込むことは難しい。同様のことを大学で実践する    (4)国 際交流に関する目標
のであれば、①大学生生活の充実 ②現代社会に    (5)学 生生活支援に関する目標
生きるために ③職業と学問 ④生涯の充実 と   (6)そ の他の目標
アレンジする必要がある。              3.業 務運営の改善及び効率化に関する目標

興味深いのは、25年前において、すでにボラン   4.財 務内容の改善に関する目標
ティアのすすめが盛り込まれていたことである。    5。 アカウンタビリティ (自己点検・評価の情
この内容は進路指導の域を超えている。生涯学習   報提供)に関する目標
の必要性も述べられ、当時としては、非常に先進   6.そ の他の重要目標
的な教育実践であったと思われる。          この中で、「2。 大学の教育研究等の質の向上に

関する目標」について見ると、以下のような構成

4.国立大学法人の中期 目標・ 中期計画    である。

2004年 4月 に国立大学は国立大学法人となっ    (1)教 育に関する目標
た。ここでは制度設計の詳細は述べないが、中期    1)教 育の成果に関する目標
目標・中期計画について、少し概略を再確認した    2)教 育内容等に関する目標
い。まず、中期目標は以下のようになっている。     3)教 育実施体制等に関する目標
(1)中期目標とは、原則として全学的な内容    4)学 生への支援に関する目標
を記載し、各部局ごとの内容は、中期計画の中で   中期計画の構成例は、以下のようになっている。
記載する。                     I.大 学の教育研究等の質の向上に関する目標

(2)中期目標は、主として大きな方向性を示  を達成するためにとるべき措置
す内容とし、数値目標や目標期間を含む具体的な   1.教 育に関する目標を達成するための措置
内容は、中期計画を中心に記載する。         1)教 育の成果に関する目標を達成するための

(3)中期目標は、各大学における教育研究の  措置

高度化、活性化に資するとともに、社会からの要   2)教 育内容等に関する目標を達成するための
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措置

3)教育の実施体制に関する目標を達成するた

めの措置

4)学生への支援に関する目標を達成するため

の措置

5。 中期目標・ 中期計画とキャリア教育

上述のような構成になっている中期目標・中期

計画であるが、各国立大学の中期目標・中期計画

の中に「キャリア教育」「キヤリア形成」などの文

言が入っているかどうかを調べた。 (国立大学は

2004年 4月現在 89法人であるが、大学院大学、

短期大学を除いた 4年制国立大学 83校を対象)

その結果、中期計画に「キャリア教育」「キャリ

ア形成」7)などの文言が盛り込まれている大学は、

83校中 36校 (43.4%)であつた。

その内、「大学の教育研究等の質の向上に関す

る日標を達成するための措置― (1)教育に関す

る措置」(以下(1)と称する)に 「キャリア教育」

等を記載している大学は 15校 (18%)である。

北海道教育大学、北見工業大学、弘前大学、山形

大学、東京学芸大学、富山大学、兵庫教育大学、

奈良教育大学、奈良女子大学、和歌山大学、鳴門

教育大学、高知大学、長崎大学、熊本大学、鹿児

島大学である。

山形大学の中期計画には、「学生の職業への意

識を喚起するため、インターンシップ制度 (企業

等の協力による就業体験制度)を活用するととも

に、1年次からのキャリア教育 (職業意識と労働

意欲を啓発する教育)の実施について検討し、実

現を図る」と記載されている。

奈良女子大学の中期計画は、「キャリア教育の

成果に関する具体的目標の設定。女子学生のキャ

リア形成を支援するため、4年間一貫したキャリ

ア教育を実施する」となっている。

「大学の教育研究等の質の向上に関する目標一

(2)教育内容等に関する目標」(以下0)と称す

る)に「キャリア教育」等を記載している大学は、

高知大学のみである。

高知大学の中期計画は、以下のように記載して

いる。「地域社会や各種産業界からの要請に応じ

たキャリア教育を充実させる。このため大学教育

創造センターが中心となり、各学部の特性に応じ

たキャリア教育システム (資格取得教育コースな

どの設定を含む)を検討、設置する。」

「大学の教育研究等の質の向上に関する日標を

達成するための措置― (4)学生への支援に関す

る目標」 (以下0と称する)に記載している大学

は25校 (30。 10/obであうた。小樽商科大学、弘前大

学、宮城教育大学、筑波大学、宇都宮大学、群馬

大学、お茶の水女子大学、新潟大学、上越教育大

学、金沢大学、山梨大学、信州大学、愛知教育大

学、二重大学、大阪外国語大学、奈良教育大学、

和歌山大学、鳥取大学、́広島大学、山口大学、香

川大学、愛媛大学、長崎大学、大分大学、琉球大

学である。(詳細は表 1参照)

さて、(1)と②の両方に記載している大学は、高

知大学であつた。(1)と0の両方に記載している大

学は、弘前大学、奈良教育大学、和歌山大学、長

崎大学の 4校であつた。(1)と 0)あるいは(1)と (0

の両方に記載している大学は、キャリア教育を特

に重視している大学と推察することができる。

弘前大学では、21世紀科目 (テーマ科目)「社

会と私一仕事を通して考える」(2年生以上、2単

位)を開講している。主には社会の各分野で活躍

する外部講師 11人による授業である。

奈良教育大学の「国立大学法人発足にあたって」

の学長のあいさつ文には、以下の記載がある。「中
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表 1(中期計画とキャリア教育)
大学名 1 その他の表現

小樽商科 1

北海道教育 1 キャリ′′ル イヽザー

北見工業 1

弘前 1 1 ※中期目標にも‐ リア教育

秋田 1

山形 1

筑波 1

宇都宮 1

群馬 1 キャリアカウンセラー

千葉 ※中期目標に‐ リア形成

東京外国語 精リアギボリカい関連セミ■

東京学芸 1

東京農エ キャリアアップ、‐ リアサポート

お茶ノ水女

子
1

新潟 1 キャリアセンター、*キャリアアップ

上越教育 1

富山 1 ※中期目標に搬 リア教育

金沢 1

山梨 1 キャリ′′ド′ヽイザー

信州 1

静岡 キャリアアドバイザー

愛知教育 1

名古屋工業 キヤリアセンター

二重 1

京都 キャリアサポートセンター

京都工繊 キャリ//ップ、キャリアアドバイザー

大阪外国語 1

兵庫教育 1

奈良教育 1 1

奈良女子 1 ※中期目標に搬 リア教育

和歌山 1 1 ※中期目標に撫 リア教育
｀

鳥取 1

広島 キャリアセンター

山 口 1

鳴門教育 1 ※中期目槻に掃 リア形成

香川 1

愛媛 1 キャリアアル イヽザー

高知 1 1

長崎 1 1 キャリアアル イヽザー

熊本 1

大分 1

鹿児島

琉球 1

合計 1

※表の最上段、1は中期計画 (1)教育に関する目標、2は (2)

教育内容に関する日標、4は (4)学生支援の目標.*新潟大学

(大学院)

期目標の達成に向けた具体的な計画の一例として、

教員への就職に関しては、①法人化を契機に、教

職連携の組織として「就職支援室」を立ち上げて、

力強い就職支援活動を行うこと。②職業意識を形

成するキャリア教育を実施すること。③学部の教

育課程を見直し、教員志望の学生の教育実践力を

高めるためのカリキュラム改革に取り組み、授業

内容・方法の改善を進めること」。

和歌山大学では基礎 (教養)教育科目に「職業

社会と資格制度」(全学部・全学年対象、2単位)

がある。労働市場や労働環境の状況、若年労働者

の就業形態、職業資格等について授業を行ってい

る。また 2004年度より「キャリアデザイン」 (経

済・3年生のみ、2単位)も開講している。これ

は 40名限定の就職活動を強く意識した就職活動

準備講座となっている。

6。 静岡大学の就職状況とキャリア教育

大学生の就職を語る上で、文部科学省の学校基

本調査による「就職率」と、厚生労働省の「内定

率」を分けて見ることが必要である。大久保

(2002)も述べているように、「就職率」とは「在

籍者における就職した者の比率」である。「内定

率」とは「就職希望者における、就職先を確保し

た (企業から内定をもらった)者の比率」である。

本来の「就職率」は、在籍者の比率であるにも

係わらず、大学側が発表するデータは、「就職希望

者における、実際に就職した者の比率」であるこ

とが多い。

以上のような点を踏まえて、静岡大学の 2004

年 3月卒業生の就職状況について、就職課で作成

している表を、実態がわかりやすいように少し加

工したものが表 2、 表 3である。卒業者総数を分

母として、就職・進学決定率と就職未決定率を算

出した。
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山田 (2004)は、「『隠れ失業者』といえる『留

学生、大学院生』などが増大している」と述べて

いる。

静岡大学でも、人文社会科学研究科 (修士課程)

修了者の 5割以上は、卒業後の進路が未決定であ

る (表 3参照。全修了者を分母として算出)。 学士

課程で就職が決まらず、なんとなくモラトリアム

的に修士課程に進んだものの、結局就職も進学も

できなかったのではないだろうか。修士課程修了

者の追跡調査や詳細な分析が必要である。

表 2(2004年 3月学部卒業生の就職状況)

さて、静岡大学では、中期目標・中期計画に「キ

ャリア教育」は謳つていないが、総合科目の「就

職概論」(教育・農学部 3年、2単位)は、1998

年から開講している。講義内容は自己分析と企業

分析を主としている。そして、2004年 4月からキ

ャリア形成系科日として試行的に3年生の総合科

目「大学を考える一大学教育とライフプラン」(前

期―情報・工学部、後期一人文・教育・理・農学部、3年、

2単位)を開講している。これは高等教育論 (大学

論)とキャリア形成論をミックスしたようなもの

で、大学で学ぶことと将来をどのようにリンクし

ながら考えていくのかということがテーマとなっ

ている。また、コミュニケーションカをつけるこ

とも重要な課題となっている。学部・学科の異な

る学生同士が、自分の考えを述べ、相手の考えを

尊重しながら、意見交換を重ね、コミュニケーシ

ョンがとれるようになることも目標となっている。

14回の授業内容は概ね以下の通りである。

① イントロダクション:「大学」って何だろ

う?

「学生」って何だろう?

「大学教授」って何だろう?

日本の高等教育の歴史と教育基本法、学校

教育法

新学部 0新学科のトレンドと大学設置基準

日本の大学の現状 (COE、 特色ある教育、

産学連携等)

入学者選抜、マーケティングに基づく学生

募集―募集力

大学で学ぶこととは。「学びと成長」―自

分のライフプラン、キャリアプランを考え

る。

「職業」って何だろう? 生き方、進路、

就職を考える。

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

学部 人文 教育 理 農 エ 冊

卒業者総数 536 406 200 486

就職希望者 303 102

就職者 308

就職未決定者

就職決定率 83.0% 75。7% 87潮 100%

進学 44 90

その他

就職者+進学

者
143

一※
一
一麟
一攀一識一

65:フ% 184劇 184研
|
86:7% 9翻 928%

就職未決定そ の他 184

1斜瘍 | le:釧 | 1610%| i3■% ■継

※分母=卒業者総数

表 3(2004年 3月修士課程修了者の就職状況)

大学院(修士)
人文社

会

教

育

理

工
農
情

報

卒業者総数 30 280 90

就職希望者 63 264

就職者 60

就職未決定者 4 0

就職決定率 64.6% 97.6% 99.4% 78.7% 10酬

進学 14

その他 10 1

就職者+進学者 14 63 275 73

14617簿 1群817% 9812% 131■% |1機お%|

就職未決定+その他 16 8 5 1

16議盤 11晨り

`11

※分母〓修了者総数
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⑩ マーケティングの基礎

① セルフマーケティングカー自分をマーケ

ティングしてみよう。

⑫ セルフプロデュースカ

⑬ プレゼンテーション

⑭ 学生参加の大学作り

学生たちの反応は、好評である。最終回の感想

文の一部は以下である。

「半年間ありがとうございました。前期にこの

授業をとって、本当によかったと思います。毎回

自分の背中を押されているような気分になりまし

た。これからは自分でも一歩一歩踏み出していけ

るように、自分の将来についての考えが明確なも

のになっていけるように頑張っていきます。(3

年・女)」             ・

「将来に関して、′大学に関して非常にためにな

るものであった.しかし、自分 (学生)と密接に

関わるものであるのに、今までこのような授業が

なかったことがおかしい。このような授業はもう

少し増やして、3年ではなく、102年のうちにあ

るべきだと思います。(3年・男)」

7。 企業の求める人材像

日本経済団体連合会が2005年 1月 20日 に発表

した「2004年度・新卒者採用に関するアンケート

調査」 (実施 2004年 11月、回答 775社)によれ

ば、選考にあたって重視した点は以下のようにな

っている。

① コミュニケーション能力 (75%)

② チャレンジ精神 (56.6%)

③ 主体性 (50.4%)

④ 協調性に5.4%)

⑤ 誠実性04。3%)

⑥ 責任感(33。9%)

⑦ ポテンシャル08.7%)

③ 職業観・就業意識03.4%)

⑨ 倫理性03.1%)

⑩ 倉J造性Oo.6%) (複数回答)

専門性は 12位 (15.6%)、 学業成績は 15位

(6.6%)である。ちなみに学校名は、0.9%である。

新卒採用では、専門性や学業成績よりは、コミ

ュニケーション能力やチャレンジ精神をはるかに

重視していることがわかる。このアンケート結果

を大学人はどう受け止めたらいいのか。アンケー

ト結果を読むと大学教育とのミスマッチを痛感す

る。高校までにコミュニケーション能力がすでに

養われているならば問題はない。しかし、現在の

若者のおかれている環境や生育過程を鑑みると、

専門教育の重視もさることながら、大学教育にお

いても、就職活動に限らず社会で必要とされるコ

ミュニケーション能力の涵養がいまこそ求められ

ている。そこに大学としてどのようなカリキュラ

ムの提供できるのか、検討が必要である。

8。 まとめにかえて

1)国立大学のキャリア教育は緒についたばかり

である。私立大学に比べ、正課授業としてキャリ

ア教育を実施しているところはまだ多くない。し

かし、中期計画で「キャリア教育」「キャリア形成」

等を掲げている大学は前述のように36校に3.40/Ob

あった。中期目標・中期計画は、いわば大学の社

会に対するマニュフェストである。4割以上の国

立大学がそこに「キャリア教育」等の文言を入れ

ているというのは、従来の国立大学の枠を踏み出

し画期的である。私立大学においても教育目標等

にキャリア教育をかかげているところはあまり多

くない中、国立大学は急速に変化していると言え

よう。
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2)現在、国立大学でキャリア形成科目を開講し

ている事例は少ないが、中期計画に記載していな

い大学も含め、今後急速に設置されると想定され

る。

3)キャリア形成科目は、現状ではアプローチも

内容も多様であり、一概にどのような内容・方法

が優れているとは言いにくい。国立大学といつて

もそれぞれ置かれている状況は異なる。当面は各

大学の現状を踏まえつつ、独自性を発揮して展開

していくことになろう。しかし、前述の小山南高

校の事例からもわかるように、大学よりも早くか

らキャリア教育を推進している高校の事例から学

ぶことは必要である。小山南高校のキャリア教育

の領域構成は、現在でも有効である。

4)キャリア形成は、生涯にわたる学習を通して

なされる。学生の当面の就職だけでなく、まさに

生涯学習として、正確に捉える必要がある。生涯

に渡つて学び続けることができる自立的な人間

(自 己教育力のある人間)を、どのように育てて

いくのか、大学にとつて大きな課題となつている。

5)全国の大学でどのようにキャリア形成科目が

設置されているのか、全国規模の調査・研究が必

要である。

6)キャリア教育を受ける前と後、あるいはキャ

リア教育を受けた学生と受けない学生とで、将来

どのような差異があるのか (ないのか)について

も、調査・研究が必要である

7)静岡大学では、平成 18年度新カリキュラム

作成に向けて、現在カリキュラムを検討している

ところだが、全学教育科目の基軸教育科目8)の中

に、キャリア形成科目(「キャリアデザイン I」 「キ

ャリアデザインⅡ」等)を置くことを合意してい

る。キャリア形成科目を担当できる専任教員は少

ないため、一部は e‐Leamingも活用する予定で

ある。現在そのためのコンテンツを開発中である。

キャリア形成科目を全学教育カリキュラムの中

核に置くという方針は、従来の大学の枠を大きく

踏み出すことになる。「学生は自らのキャリアに

ついて考察するための準備が十分にできていない

ため支援を必要としている」ことを改めて認識し、

その支援として大学に何ができるかを真摯に検討

し、実践するものである9).

学生が主体的に学ぶ動機付けができると共に、

自分の将来を具体的かつ計画性を持つて捉え、生

涯に渡つて働き続ける意志と能力を開発し続ける

ような内容のキャリア形成科目を考えたい。

高校生の約 50%が大学・短大に進学する時代で

ある。大衆化する大学の中で、大学が巨大なフリ

ーター、ニー ト養成機関になつてはいけない。社

会から付託された多額の税金で運営される国立大

学だからこそ、働く意欲と能力を持つ学生を社会

に輩出しなければならない。そのためには、単に

「キャリアデザイン」の授業だけでなく、一人ひ

とりの教員が、学生の将来をどのように考えて学

生に接し、日々 の授業を展開するのかが、いまこ

そ試されているのである。
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註

1)大学昼間部卒業者で、大学院等への進学・就

職者 0臨床研修医・専門学校等入学者・一時的な

仕事に就いたもの、死亡 0不詳者を除く就職未決

定者。

2)フ リーターとは、1987年にリクルー ト研究所

(現リクルー ト)が作つた造語。フリーとアルバ

イターを結合。「国民生活白書」によれば、フリー

ターの定義は「15歳～34歳の若者 (ただし、学

生と主婦を除く)の うち、パート・アルバイト(派

遣を含む)、 及び働く意思のある無職の人」として

いる。

3)「キャリア教育 (Career Education)」 という

言葉は、1970年代に米国連邦政府が中等教育を再

建するために使い始めた用語であり、これを使う

のは不適切であるという説もある。日本進路指導

学界 (現日本キャリア教育学会)でも議論された

が、本稿では、文部科学省が「キャリア教育」を

使っていることを踏まえて、この用語を使用する。

4)導入時は武蔵野女子大学。

5)2005年 4月 から日本キャリア教育学会。

6)下線は筆者。

7)キャリア教育、キャリア形成、キャリアガイ

ダンス、キャリアインターンシップを含む。但し、

キャリアアドバイザー、キャリアセンター、キャ

リアサポートを除く。

8)2005年 3月 末時点での名称。

9)2005年 3月 の新カリキュラム案策定委員会の

文書では、以下のように記載している。「18歳人

口の減少、大学進学率の平準化によるいわゆる『ユ

ニバーサルアクセス化』の到来に伴つて、大学教

育特に 1年次教育の重要性と早い段階からの就職

意識の涵養の必要性が指摘されて久しい。現行カ

リキュラムの導入科日である『新入生セミナー』

に加え、新たに、大学での学びと就職も含む生涯

設計に関して 1年次から意識してもらうために

『キャリアデザイン』を新規科目に加える。」
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